
幹 部 会 報 告 事 項 
令和 6 年 4 月 22 日 

総 務 局 

事

項 「なごや平和の日」の取り組みについて 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
容 

 

１ 概要 

名古屋空襲により犠牲になられた方々を悼むとともに、悲惨な戦争の

体験・記憶を後世に語り継ぐことにより、市民の恒久平和の実現を希求

する意識の醸成を図り、もって平和な社会の発展に寄与することを目的

に、５月１４日をなごや平和の日に制定しました。今後、なごや平和の

日を中心に、年間を通じて名古屋空襲をはじめとした戦争について学

び、平和について考える機会を創出していきます。 

 

２ なごや平和祈念式典 

（１）日時 

令和６年５月１４日（火）午後１時３０分～ 

（開場 午後０時３０分～） 

 

（２）場所 

岡谷鋼機名古屋公会堂（名古屋市昭和区鶴舞一丁目１番３号） 

 

（３）実施内容 

（式典） 

開式の言葉、式辞、献花、黙とう 

（平和継承企画） 

・学生有志が語る「なごや平和の日」制定までのあゆみ 

・名古屋空襲体験者による平和メッセージ 

・市長と学生有志による平和合同宣言 

 

（４）定員 

先着５００名（事前申込不要） 

 

３ なごやピースデー 

（１）日時 

令和６年５月２５日（土）午後２時００分～ 

（開場 正午～） 

 

（２）場所 

バンテリンドームナゴヤ（名古屋市東区大幸南一丁目１番１号） 

 



 

（３）実施内容 

中日ドラゴンズ対東京ヤクルトスワローズの試合で、名古屋空襲に

関するパネルの展示や、来場者先着２０，０００名に記念品（クリア

ファイル）プレゼントなど、平和を願うイベントを行います。 

 

（４）参加方法 

入場には当日の観戦チケットが必要です。空きがあれば当日まで購

入可能です。詳しくは中日ドラゴンズの公式ウェブサイトをご確認く

ださい。 

【中日ドラゴンズ公式ウェブサイト内 試合日詳細】 

https://dragons.jp/ticket/sales/daily.php?date=20240525 

 

４ 今後の予定 

７月には平和に関するフォーラムを、１２月には平和継承イベントの

開催を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備
考 

本件は、本日、市政記者クラブへ資料提供します。 

（総合調整部総合調整課 内線 2223） 

https://dragons.jp/ticket/sales/daily.php?date=20240525






幹 部 会 報 告 事 項 

令和 6 年 4 月 22 日 

ス ポ ー ツ 市 民 局 

事 

項 

「名古屋市犯罪抑止対策 2024～犯罪に強いまちをめざして～」の策定について 

内 

容 

刑法犯認知件数が 2 年連続して前年より増加し、市民の犯罪被害への不安は解消

されていないことから、引き続き犯罪抑止対策に取り組み、犯罪に強いまちを目指

すため、「名古屋市犯罪抑止対策 2024」を策定しました。 

 

１ 現状（別添資料） 

名古屋市では、平成 24 年度より「名古屋市犯罪抑止対策」を策定し、地域団体

や警察と連携した取り組みを推進してきました。その結果、刑法犯認知件数は対策

を策定する前の平成 23 年と比較すると約 60％減少いたしました。 

しかし、令和 5年は、刑法犯において認知件数、犯罪率とも 2 年連続して前年に

比べて増加し、また、いずれも政令指定都市ワースト 2位となりました。 

特に自動車盗の認知件数については政令指定都市ワースト 1位でした。また、特

殊詐欺については、認知件数、実質被害総額ともに大幅に増加しました。 

 
２ 推進目標及び重点犯罪 

（１）推進目標 

「増加傾向にある刑法犯認知件数を再び減少させ、犯罪率において政令指定都

市ワースト 3位からの脱却を目指す」 

（２）重点犯罪 

・特殊詐欺（737 件） 

・住宅対象侵入盗（350 件） 

・自動車盗（298 件） 

・自転車盗（5,373 件） 

・子ども及び女性を対象とした犯罪  ※（ ）内は令和 5 年刑法犯認知件数 

 

３ 対策 

（１）基本対策 

・防犯意識の高揚 

防犯キャンペーンや地域のネットワーク等を活用した防犯情報の提供等に

より、市民の防犯意識の高揚を図ります。 

 

・地域の防犯力の向上 

地域の防犯団体等に対する活動支援などにより、地域全体で犯罪を抑止する

土壌づくりを進めます。 

 

（２）重点犯罪対策 

・共通対策 

    地域団体が行う防犯カメラの新規設置・更新、防犯灯のＬＥＤ化、その電気

料に対し助成します。 



内 

容 

・特殊詐欺対策 

  詐欺の手口や対策についてのリーフレット等を活用した広報や、特殊詐欺と

の関連が深い闇バイトの勧誘に乗らないよう啓発する SNS 広告を実施するほ

か、高齢者のいる世帯に対する自動通話録音機の貸与を通じて、固定電話への

物理的な対策の啓発を実施します。 

・住宅対象侵入盗対策 

防犯市民講座において被害防止対策の啓発を実施するとともに、ＣＰ建物部

品※等の防犯製品の普及促進を図るため、チラシ等を活用した広報を実施しま

す。 
※ＣＰ建物部品：一定の防犯性能があると評価された、錠、ガラス、ドア、サッシ、シャッ 

ター等の製品 

・自動車盗対策 

ランドクルーザー、プリウス、アルファード等、被害多発車種に関する啓

発活動の強化を図るほか、防犯市民講座において被害防止対策の啓発を実施

します。 

・自転車盗対策 

  5 月及び 11 月の各 26 日を自転車盗難防止「ツーロックの日」とし、ワイヤ

ーロックを配布しツーロックを呼び掛けるほか、自転車の安全利用イベント等

において自転車盗難防止の啓発を実施します。 

・子ども及び女性を対象とした犯罪対策 

  学校・園での防犯教室の開催や、保育所入所児童等への連れ去り防止標語「い

かのおすし」「つみきおに」の指導を実施します。また、民間企業と連携し、女

性を対象とした犯罪についての情報提供、啓発を実施します。 

 

（３）各区重点対策 

各区においては、犯罪実態に即して重点的な対策を実施します。 
 

※（２）重点犯罪対策、（３）各区重点対策の詳細は別添資料のとおり。 
 
 ＜参考＞令和 6年 2 月末の犯罪発生状況（暫定値） 

 特殊詐欺 住宅対象侵入盗 自動車盗 自転車盗 

認知件数 64 件 90 件 40 件 818 件 

増  減 -37 件 ＋23 件 ＋2 件 ＋187 件 

増 減 比 -36.6％ ＋34.3％ ＋5.3％ ＋29.6％ 

被害総額 約 1 億 5,200 万円 約 7 億 9,500 万円 約 1 億 1,900 万円 約 1,600 万円 

※ 増減、増減比は前年同期比 

備 

考 

本件は、本日市政記者クラブへ資料提供をします。 

 

（市民生活部地域安全推進課 内線 3128） 
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1
,4

2
4
件

2
位

名
古

屋
8
5
4
件

3
位

神
戸

8
0
0
件



（
3
）

各
区

重
点

対
策

 

基
本

対
策

及
び

重
点

犯
罪

対
策

の
ほ

か
、

各
区

の
犯

罪
実

態
に

即
し

た
対

策
を

重
点

的
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

 

区
 

概
要

 

千
種

区
 

【
現

状
】

 

 
昨

年
の

刑
法

犯
認

知
件

数
は

1,
07

0
件

で
、
前

年
に

比
べ

1
0
.8

％
増

加
し

た
。
重

点
犯

罪
の

特
殊

詐
欺

に

つ
い

て
は

、
53

件
で

前
年

に
比

べ
3
5
.
9％

増
加

し
、

実
質

被
害

総
額

は
前

年
に

引
き

続
き

1
億

円
を

上
回

っ
た

。
ま

た
、
区

内
で

最
も

認
知

件
数

が
多

い
自

転
車

盗
に

つ
い

て
は

、
2
7
9
件

で
前

年
に

比
べ

3
6
.
8
％

増

加
し

て
お

り
、
商

業
施

設
や

駅
周

辺
駐

輪
場

に
限

ら
ず

、
マ

ン
シ

ョ
ン

や
自

宅
駐

輪
場

で
の

盗
難

被
害

が
増

加
し

て
い

る
。

住
宅

対
象

侵
入

盗
に

つ
い

て
は

、
1
8
件

で
前

年
に

比
べ

5
件

減
少

、
自

動
車

盗
に

つ
い

て

は
、

8
件

で
前

年
に

比
べ

8
件

減
少

し
て

い
る

。
 

【
対

策
】

 

 
特

殊
詐

欺
に

つ
い

て
は

、
警

察
と

連
携

し
、
高

齢
者

が
多

く
集

ま
る

機
会

を
捉

え
て

多
発

し
て

い
る

手
口

や
対

策
に

つ
い

て
直

接
訴

え
か

け
る

ほ
か

、
高

齢
者

福
祉

相
談

員
の

訪
問

活
動

の
際

に
チ

ラ
シ

を
配

布
す

る

な
ど

、
効

果
的

な
啓

発
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

特
殊

詐
欺

の
加

害
者

と
な

り
得

る
高

校
生

・
大

学
生

に
対

し

て
も

闇
バ

イ
ト

防
止

の
啓

発
活

動
を

実
施

す
る

。
 

被
害

件
数

が
著

し
く

増
加

し
て

い
る

自
転

車
盗

に
つ

い
て

は
、
被

害
が

多
発

し
て

い
る

地
域

に
て

毎
月

2
6

日
を

中
心

に
、

自
宅

で
も

ツ
ー

ロ
ッ

ク
を

心
掛

け
る

よ
う

呼
び

か
け

る
な

ど
の

啓
発

活
動

を
実

施
す

る
ほ

か
、

自
転

車
を

利
用

す
る

機
会

が
多

い
高

校
生

・
大

学
生

に
向

け
た

啓
発

活
動

を
実

施
す

る
。

 

住
宅

対
象

侵
入

盗
及

び
自

動
車

盗
に

つ
い

て
も

発
生

件
数

が
減

少
傾

向
で

は
あ

る
が

、
引

き
続

き
、
多

発

地
域

に
て

地
域

や
警

察
と

連
携

し
た

啓
発

活
動

を
実

施
す

る
ほ

か
、
青

色
回

転
灯

装
備

車
に

よ
る

パ
ト

ロ
ー

ル
・

広
報

を
実

施
す

る
。

 

東
区

 

【
現

状
】

 

昨
年

の
刑

法
犯

認
知

件
数

は
91

6
件

で
、
前

年
に

比
べ

1
33

件
（

前
年

比
＋

1
7
.
0
%）

の
増

加
と

な
っ

た
。

重
点

犯
罪

の
特

殊
詐

欺
に

つ
い

て
は

、
2
8
件

で
前

年
に

比
べ

1
件
（

前
年

比
－

3
.
4
%）

減
少

し
、
実

質
被

害

総
額

は
約

1
,4

0
0
万

円
の

減
少

と
な

っ
た

。
ま

た
、

自
転

車
盗

に
つ

い
て

は
2
99

件
で

前
年

に
比

べ
2
6
件

（
前

年
比

＋
9.

5
%
）

の
増

加
と

な
り

、
刑

法
犯

認
知

件
数

の
う

ち
3
2
.
6
%
と

大
き

な
割

合
を

占
め

て
い

る
。

 

【
対

策
】

 

特
殊

詐
欺

に
つ

い
て

は
、
東

警
察

署
と

連
携

し
、
偶

数
月

の
年

金
支

給
日

に
お

け
る

金
融

機
関

及
び

商
業

施
設

の
A
T
M
で

の
被

害
防

止
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
や

、
高

齢
者

が
多

く
集

ま
る

ふ
れ

あ
い

給
食

会
で

の
啓

発
活

動

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
ア

プ
リ

「
ア

イ
チ

ポ
リ

ス
」

に
よ

る
被

害
情

報
を

も
と

に
、

被
害

発
生

時
に

は
区

役

所
の

庁
内

放
送

や
広

報
車

に
よ

る
広

報
活

動
を

実
施

す
る

。
 

子
ど

も
及

び
女

性
を

対
象

と
し

た
犯

罪
に

つ
い

て
は

、
地

域
に

よ
る

防
犯

カ
メ

ラ
及

び
防

犯
灯

設
置

を
促

進
す

る
。

ま
た

、
若

者
の

闇
バ

イ
ト

へ
の

加
担

を
防

止
す

る
た

め
、

広
報

用
ア

ニ
メ

（
区

役
所

作
成

）
を

区

役
所

1
階

行
政

情
報

モ
ニ

タ
ー

で
放

映
し

、
来

庁
者

へ
被

害
事

例
を

周
知

す
る

。
さ

ら
に

、
痴

漢
及

び
盗

撮

対
策

と
し

て
、

被
害

防
止

の
広

報
活

動
を

商
業

施
設

で
行

う
。

 

自
転

車
盗

に
つ

い
て

は
、
ツ

ー
ロ

ッ
ク

の
日

を
中

心
と

し
た

被
害

防
止

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
実

施
し

、
自

転

車
盗

被
害

防
止

を
呼

び
か

け
る

。
 

北
区

 

【
現

状
】

 

昨
年

の
刑

法
犯

認
知

件
数

は
1,

21
0
件

で
、
前

年
に

比
べ

1
8
.4

％
の

増
加

と
な

っ
た

。
重

点
犯

罪
に

つ
い

て
は

、
自

動
車

盗
は

前
年

に
比

べ
増

減
は

な
か

っ
た

が
、
自

転
車

盗
及

び
住

宅
対

象
侵

入
盗

は
増

加
と

な
り

、

自
転

車
盗

は
市

内
で

5
番

目
、
住

宅
対

象
侵

入
盗

は
市

内
で

3
番

目
に

多
く

発
生

し
て

い
る

。
特

殊
詐

欺
に

つ
い

て
は

6
1
件

で
前

年
に

比
べ

7
4.

3
％

増
加

と
な

っ
た

が
、

実
質

被
害

総
額

は
約

1
5
0
万

円
の

減
少

と
な

っ
た

。
 

【
対

策
】

 

重
点

犯
罪

で
あ

る
住

宅
対

象
侵

入
盗

に
つ

い
て

は
、
被

害
状

況
を

周
知

す
る

と
と

も
に

窓
に

補
助

錠
を

設

置
す

る
等

対
策

を
呼

び
か

け
る

。
 

自
転

車
盗

に
つ

い
て

は
、
自

転
車

利
用

者
が

多
い

場
所

で
ワ

イ
ヤ

ー
ロ

ッ
ク

を
配

布
し

、
少

し
の

時
間

で

も
必

ず
鍵

を
か

け
、

ツ
ー

ロ
ッ

ク
を

す
る

よ
う

啓
発

活
動

を
実

施
す

る
。

 

特
殊

詐
欺

に
つ

い
て

は
、
警

察
署

と
連

携
し

高
齢

者
が

集
ま

る
場

に
お

い
て

詐
欺

の
手

口
や

対
策

等
被

害

防
止

の
講

話
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
年

金
支

給
日

に
被

害
防

止
の

啓
発

活
動

を
行

い
、
注

意
を

呼
び

か
け

る
。

 

  

区
 

概
要

 

西
区

 

【
現

状
】

 

 
昨

年
の

刑
法

犯
認

知
件

数
は

1
,
3
7
2
件

で
、

前
年

に
比

べ
増

加
（

33
％

増
）

と
な

っ
た

。
重

点
犯

罪
の

自

転
車

盗
は

、
前

年
に

比
べ

著
し

く
増

加
（

8
3％

増
）

し
、

刑
法

犯
認

知
件

数
の

約
3
割

を
占

め
た

。
同

じ
く

重
点

犯
罪

の
住

宅
対

象
侵

入
盗

は
増

加
（

5
5
％

増
）

し
た

が
、

自
動

車
盗

は
減

少
（

3
3
％

減
）

し
た

。
特

殊

詐
欺

は
、

36
件

か
ら

5
5
件

へ
と

1
9
件

の
増

加
（

5
3
％

増
）

と
な

り
、

増
加

傾
向

が
継

続
し

て
い

る
。

 

【
対

策
】

 

刑
法

犯
認

知
件

数
の

中
で

最
も

多
い

自
転

車
盗

対
策

に
つ

い
て

は
、
西

警
察

署
や

区
内

関
係

機
関

、
大

規

模
商

業
施

設
等

と
連

携
し

、
毎

月
24

日
の
「

西
区

自
転

車
安

全
利

用
の

日
」
に

お
い

て
啓

発
を

行
う

ほ
か

、

区
内

主
要

駅
や

区
役

所
・

支
所

内
の

駐
輪

場
に

お
い

て
ワ

イ
ヤ

ー
ロ

ッ
ク

を
配

布
し

、
ツ

ー
ロ

ッ
ク

の
徹

底

を
呼

び
か

け
る

。
 

住
宅

対
象

侵
入

盗
、
自

動
車

盗
対

策
に

つ
い

て
は

、
犯

罪
対

策
重

点
学

区
に

防
犯

診
断

士
を

派
遣

し
、
防

犯
セ

ミ
ナ

ー
や

該
当

地
域

へ
の

防
犯

診
断

を
兼

ね
た

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
を

実
施

す
る

。
 

特
殊

詐
欺

対
策

に
つ

い
て

は
、
西

警
察

署
や

区
内

関
係

機
関

等
と

連
携

し
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

実
施

し
、
各

種
詐

欺
の

手
口

や
対

策
の

周
知

な
ど

、
被

害
防

止
を

呼
び

か
け

る
。
ま

た
、
防

犯
セ

ミ
ナ

ー
を

受
講

し
意

識

を
高

め
て

い
た

だ
く

と
と

も
に

、
1
00

人
に

簡
易

型
自

動
録

音
機

を
配

布
、

集
約

し
た

意
見

や
効

果
を

今
後

の
特

殊
詐

欺
被

害
対

策
等

に
活

用
す

る
事

業
を

実
施

す
る

。
 

ま
た

、
毎

週
月

曜
日

の
「

西
区

防
犯

の
日

」
を

中
心

に
、

青
色

回
転

灯
装

備
車

を
所

有
す

る
地

域
・

団
体

と
協

働
し

、
防

犯
活

動
を

実
施

す
る

。
 

中
村

区
 

【
現

状
】

 

昨
年

の
刑

法
犯

認
知

件
数

は
2
,
2
2
5
件

で
、

前
年

に
比

べ
43

2
件

（
前

年
比

+
2
4
%）

の
増

加
と

な
っ

た
。

自
転

車
盗

の
被

害
件

数
は

、
6
44

件
で

1
9
1
件

（
前

年
比

+
42

%
）

増
加

し
、

昨
年

に
引

き
続

き
市

内
で

2
番

目
に

多
く

発
生

し
て

い
る

。
特

殊
詐

欺
に

つ
い

て
は

、
市

内
で

6
番

目
と

順
位

が
下

が
っ

た
も

の
の

、
5
4
件

発
生

で
7
件

（
前

年
比

+
1
5
%
）

増
加

し
、

実
質

被
害

総
額

は
約

8
,
8
00

万
円

と
な

っ
た

。
住

宅
対

象
侵

入
盗

は
2
6
件

で
1
0
件

（
前

年
比

+
63

％
）

増
加

し
た

。
 

【
対

策
】

 

警
察

や
地

域
と

連
携

し
て

、
青

色
回

転
灯

装
備

車
で

定
期

的
に

パ
ト

ロ
ー

ル
を

実
施

し
、
重

点
犯

罪
に

関

す
る

広
報

ア
ナ

ウ
ン

ス
に

よ
り

防
犯

意
識

の
高

揚
を

図
り

注
意

喚
起

を
行

う
。

 

被
害

が
急

増
し

て
い

る
自

転
車

盗
に

つ
い

て
は

、
利

用
者

の
多

い
駅

や
量

販
店

、
区

役
所

駐
輪

場
で

の
啓

発
活

動
を

実
施

し
、

自
転

車
利

用
者

に
ワ

イ
ヤ

ー
ロ

ッ
ク

を
配

布
し

て
ツ

ー
ロ

ッ
ク

の
徹

底
を

呼
び

掛
け

る
。

 

特
殊

詐
欺

に
つ

い
て

は
、
中

村
警

察
署

と
連

携
し

て
、
年

金
支

給
日

に
金

融
機

関
窓

口
で

被
害

防
止

の
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

行
う

。
ま

た
、
高

齢
者

が
集

ま
る

会
に

出
向

い
て

、
新

た
な

特
殊

詐
欺

の
手

口
や

対
策

に
つ

い
て

の
被

害
防

止
講

話
を

実
施

し
、

高
齢

者
や

家
族

に
注

意
を

呼
び

掛
け

る
。

 

ま
た

、
住

宅
対

象
侵

入
盗

に
つ

い
て

は
、
実

践
的

な
対

策
講

座
を

開
催

し
被

害
状

況
を

周
知

す
る

と
と

も
に

、
補

助
錠

や
防

犯
フ

ィ
ル

ム
の

利
用

を
促

す
。

 

中
区

 

【
現

状
】

 

昨
年

の
刑

法
犯

認
知

件
数

は
3
,2

7
4
件

で
、

前
年

に
比

べ
て

4
5
9
件

増
加

（
前

年
比

+
1
6.

3
％

）
し

、
強

盗
（

1
6
件

）
、

恐
喝

（
1
1
件

）
、

オ
ー

ト
バ

イ
盗

（
2
5
件

）
、

自
転

車
盗

（
1
,0

51
件

）、
侵

入
盗

（
9
4
件

）

な
ど

は
市

内
で

最
も

多
い

被
害

と
な

り
、
刑

法
犯

認
知

件
数

も
市

内
で

最
も

多
か

っ
た

。
特

殊
詐

欺
に

つ
い

て
は

、
2
9
件

の
発

生
で

前
年

に
比

べ
る

と
1
件

増
加

し
、

実
質

被
害

総
額

も
増

加
し

て
い

る
。

 

【
対

策
】

 

 
地

域
や

警
察

と
連

携
し

パ
ト

ロ
ー

ル
や

啓
発

活
動

を
実

施
し

、
防

犯
意

識
の

高
揚

に
努

め
る

と
と

も
に

、

青
色

回
転

灯
装

備
車

に
よ

る
パ

ト
ロ

ー
ル

、
広

報
で

注
意

喚
起

を
促

す
。

 

自
転

車
盗

対
策

と
し

て
は

、
ツ

ー
ロ

ッ
ク

の
日

に
ワ

イ
ヤ

ー
錠

を
配

布
し

、
普

及
に

努
め

る
と

と
も

に
、

放
置

自
転

車
追

放
月

間
に

は
、
自

転
車

盗
対

策
に

あ
わ

せ
て

駐
輪

場
の

利
用

を
促

進
す

る
啓

発
活

動
を

実
施

す
る

。
 

特
殊

詐
欺

防
止

対
策

と
し

て
、
警

察
等

と
連

携
し

講
習

会
や

、
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
に

よ
る

啓
発

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
ふ

れ
あ

い
給

食
会

等
へ

出
向

き
、

被
害

防
止

を
呼

び
か

け
る

。
 



区
 

概
要

 

昭
和

区
 

【
現

状
】

 

昨
年

の
刑

法
犯

認
知

件
数

は
59

4
件

で
、

前
年

に
比

べ
3
.
5
％

の
微

増
と

な
っ

た
。

特
殊

詐
欺

の
被

害
件

数
は

4
4
件

で
前

年
に

比
べ

1
0％

増
加

し
、

特
に

預
貯

金
・

還
付

金
に

関
わ

る
特

殊
詐

欺
が

大
幅

に
増

加
し

た
が

、
実

質
被

害
総

額
は

約
4
,1

0
0
万

円
で

前
年

に
比

べ
約

5
,
5
00

万
円

の
減

少
と

な
っ

た
。
ま

た
自

転
車

盗
は

刑
法

犯
認

知
件

数
の

約
3
割

を
占

め
て

お
り

、
前

年
よ

り
1
3
.
3
％

増
加

の
1
7
9
件

で
あ

っ
た

。
 

【
対

策
】

 

毎
月

第
3
木

曜
日

の
「

昭
和

区
防

犯
の

日
」
を

中
心

に
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
地

域

住
民

に
よ

る
防

犯
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
で

あ
る

昭
和

ウ
ォ

ッ
チ

ン
グ

な
ど

の
地

域
住

民
と

連
携

し
た

啓
発

活
動

に
よ

り
防

犯
意

識
を

高
め

て
い

く
。

 

 
年

々
多

様
化

す
る

特
殊

詐
欺

に
つ

い
て

は
、
昭

和
警

察
署

や
地

域
団

体
と

連
携

し
、
特

殊
詐

欺
の

最
新

情

報
や

手
口

に
対

応
し

た
啓

発
活

動
、

啓
発

品
の

作
成

な
ど

注
意

喚
起

を
行

い
被

害
の

防
止

に
努

め
る

。
 

 
ま

た
自

転
車

盗
に

つ
い

て
は

、
昭

和
警

察
署

や
地

域
住

民
と

連
携

し
「

ツ
ー

ロ
ッ

ク
の

日
」
や

地
域

の
自

転
車

教
室

で
の

鍵
か

け
徹

底
の

呼
び

か
け

や
、
ワ

イ
ヤ

ー
錠
・
チ

ラ
シ

の
配

布
な

ど
啓

発
活

動
を

強
化

す
る

。

併
せ

て
、

被
害

多
発

地
域

を
中

心
に

青
色

回
転

灯
装

備
車

に
よ

る
巡

回
を

実
施

し
注

意
喚

起
を

行
う

。
 

瑞
穂

区
 

【
現

状
】

 

昨
年

の
刑

法
犯

認
知

件
数

は
、

1
0
年

連
続

1
6
区

の
中

で
一

番
少

な
い

5
1
3
件

で
、

前
年

に
比

べ
7
5
件

（
1
7
.
1％

）
の

増
加

と
な

っ
た

。
重

点
犯

罪
の

特
殊

詐
欺

に
つ

い
て

は
4
5
件

で
前

年
に

比
べ

7
件
（

1
8
.
4
％

）

増
加

し
、

自
動

車
盗

は
1
2
件

で
前

年
に

比
べ

倍
増

、
自

転
車

盗
は

8
8
件

で
前

年
に

比
べ

4
件

(
4
.
8
％

)
増

加
し

た
。

住
宅

対
象

侵
入

盗
は

前
年

と
同

じ
1
6
件

で
あ

っ
た

。
 

【
対

策
】

 

特
殊

詐
欺

に
つ

い
て

は
、
瑞

穂
警

察
署

と
協

力
し

て
区

役
所

内
に

設
置

し
た

啓
発

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

印
刷

し

た
椅

子
カ

バ
ー

や
D
V
D
の

放
映

及
び

民
生

委
員

に
よ

る
巡

回
見

守
り

活
動

（
M
ア

ラ
ー

ト
）

な
ど

に
よ

り
、

被
害

防
止

の
た

め
の

注
意

喚
起

や
啓

発
活

動
を

実
施

す
る

。
 
 

ま
た

、
自

動
車

盗
を

は
じ

め
と

し
た

刑
法

犯
認

知
件

数
の

減
少

に
向

け
て

、
青

色
回

転
灯

装
備

車
に

よ
る

パ
ト

ロ
ー

ル
の

実
施

や
、
警

察
署

と
連

携
し

た
啓

発
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
、
ジ

ョ
ギ

ン
グ

パ
ト

ロ
ー

ル
の

推
進

な

ど
を

行
う

。
 

熱
田

区
 

【
現

状
】

 

昨
年

の
刑

法
犯

認
知

件
数

は
67

4
件

で
、
前

年
に

比
べ

10
.
3
％

の
増

加
と

な
っ

た
。
重

点
犯

罪
に

つ
い

て

は
、

自
動

車
盗

、
住

宅
対

象
侵

入
盗

は
減

少
し

た
が

、
特

殊
詐

欺
、

自
転

車
盗

は
増

加
し

た
。

特
に

特
殊

詐

欺
は

1
6
件

増
加

し
（

前
年

比
＋

7
6
.
2
％

）
実

質
被

害
総

額
は

3
,
0
0
0
万

円
以

上
増

加
し

た
。

 

【
対

策
】

 

特
殊

詐
欺

に
つ

い
て

は
、
被

害
と

な
り

う
る

高
齢

者
や

子
や

孫
な

ど
の

見
守

り
世

代
へ

啓
発

す
る

。
ま

た
、

大
学

と
の

協
働

な
ど

に
よ

り
若

者
の

闇
バ

イ
ト

加
担

防
止

に
つ

い
て

S
N
S
広

告
な

ど
世

代
に

あ
わ

せ
た

啓
発

を
実

施
す

る
。
さ

ら
に

、
ふ

れ
あ

い
給

食
会

や
サ

ロ
ン

等
の

高
齢

者
が

集
ま

る
機

会
や

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

研
修

等
の

高
齢

者
に

接
す

る
方

が
集

ま
る

機
会

を
捉

え
て

、
特

殊
詐

欺
被

害
防

止
に

向
け

た
講

話
を

実
施

す

る
。

 

自
転

車
盗

に
つ

い
て

は
、

「
ツ

ー
ロ

ッ
ク

の
日

」
な

ど
の

機
会

を
捉

え
、

警
察

と
協

働
し

て
「

仕
掛

学
」

を
活

用
し

た
自

転
車

盗
難

防
止

対
策

を
実

施
す

る
。

 

犯
罪

被
害

を
防

ぐ
た

め
、
引

き
続

き
地

域
の

み
な

さ
ま

や
警

察
、
郵

便
局

な
ど

と
協

働
し

て
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
等

の
啓

発
活

動
を

実
施

す
る

。
 

 

区
 

概
要

 

中
川

区
 

【
現

状
】

 

昨
年

の
刑

法
犯

認
知

件
数

は
1
,
7
9
8
件

で
、

前
年

に
比

べ
25

.
7
%
増

加
と

な
っ

た
。

重
点

犯
罪

の
う

ち
自

動
車

盗
に

つ
い

て
は

減
少

し
た

も
の

の
、
特

殊
詐

欺
及

び
住

宅
対

象
侵

入
盗

に
つ

い
て

は
、
前

年
に

比
べ

増

加
し

た
。
特

殊
詐

欺
に

つ
い

て
は

、
6
9
件

で
前

年
に

比
べ

4
6
.
8
%
増

加
し

、
名

古
屋

市
内

で
最

も
多

い
被

害

件
数

と
な

っ
た

。
ま

た
、
自

転
車

盗
に

つ
い

て
も

5
35

件
で

前
年

に
比

べ
49

.
4
%と

大
幅

な
増

加
と

な
っ

た
。 

【
対

策
】

 

大
幅

な
増

加
傾

向
に

あ
る

特
殊

詐
欺

に
つ

い
て

は
、
中

川
警

察
署

を
始

め
各

関
係

機
関

と
連

携
し

、
金

融

機
関

等
で

の
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
や

ふ
れ

あ
い

給
食

会
等

の
高

齢
者

が
集

ま
る

機
会

に
お

け
る

講
話

及
び

講
習

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
様

々
な

広
報

媒
体

に
よ

る
注

意
喚

起
を

継
続

的
に

実
施

す
る

。
ま

た
、
被

害
が

多

発
し

て
い

る
地

域
を

対
象

に
啓

発
資

材
を

提
供

す
る

な
ど

、
地

域
が

実
施

す
る

防
犯

啓
発

活
動

の
支

援
を

集

中
的

に
行

う
こ

と
で

、
特

殊
詐

欺
認

知
件

数
及

び
特

殊
詐

欺
実

質
被

害
総

額
の

減
少

を
目

指
す

。
 

自
転

車
盗

に
つ

い
て

は
、
駅

や
駐

輪
場

等
で

の
ツ

ー
ロ

ッ
ク

の
啓

発
と

、
中

川
警

察
署

と
の

連
携

に
よ

り

作
成

し
た

啓
発

動
画

を
活

用
し

、
自

転
車

盗
対

策
を

呼
び

か
け

る
。

 

住
宅

対
象

侵
入

盗
、

自
動

車
盗

に
つ

い
て

は
、

発
生

場
所

、
件

数
を

記
載

し
た

学
区

ご
と

の
「

犯
罪

注
意

マ
ッ

プ
」

を
地

域
へ

提
供

し
、

防
犯

活
動

を
支

援
す

る
。

 

ま
た

定
期

的
に

青
色

防
犯

灯
装

備
車

に
よ

る
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

を
実

施
し

、
区

民
の

防
犯

意
識

の
向

上
を

図
り

、
自

転
車

盗
、

住
宅

対
象

侵
入

盗
、

自
動

車
盗

の
認

知
件

数
減

少
を

目
指

す
。

 

港
区

 

【
現

状
】

 

昨
年

の
刑

法
犯

認
知

件
数

は
1
,
2
4
6
件

で
、

前
年

に
比

べ
6.

0
％

減
少

し
、

市
内

で
は

港
区

の
み

が
前

年

と
比

べ
て

減
少

し
た

。
重

点
犯

罪
に

つ
い

て
は

、
自

動
車

盗
に

つ
い

て
は

、
2
4
件

と
前

年
と

比
べ

て
4
0
.
0％

減
少

し
、

特
殊

詐
欺

に
つ

い
て

は
、

3
2
件

で
前

年
と

比
べ

て
2
5
.
6
％

減
少

し
た

。
住

宅
対

象
侵

入
盗

に
つ

い
て

は
、
2
5
件

で
前

年
と

比
べ

1
0
8
.
3
％

増
加

し
、自

転
車

盗
に

つ
い

て
は

、2
7
2
件

で
前

年
と

比
べ

て
3
.
4％

増
加

し
た

。
 

【
対

策
】

 

事
業

者
・

行
政

機
関

等
で

構
成

す
る

港
区

犯
罪

抑
止

対
策

専
門

部
会

に
お

い
て

、
犯

罪
情

勢
に

応
じ

た
抑

止
対

策
を

協
議

す
る

。
 

特
殊

詐
欺

に
つ

い
て

は
、

港
区

役
所

職
員

に
よ

る
『

み
な

と
「

安
・

安
」

演
劇

部
』

の
防

犯
講

話
を

通
じ

て
啓

発
活

動
を

行
う

。
ま

た
、
警

察
や

郵
便

局
等

と
連

携
し

て
特

殊
詐

欺
被

害
防

止
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

実
施

し
、

被
害

防
止

を
呼

び
掛

け
る

。
 

住
宅

対
象

侵
入

盗
及

び
自

動
車

盗
（

自
動

車
関

連
窃

盗
）

に
つ

い
て

は
、

被
害

が
多

発
し

た
地

域
の

「
犯

罪
発

生
マ

ッ
プ

」
を

作
成

し
、

被
害

の
実

態
や

対
策

に
つ

い
て

、
地

域
住

民
へ

の
周

知
を

図
る

。
 

自
転

車
盗

に
つ

い
て

は
、
区

内
の

地
下

鉄
及

び
あ

お
な

み
線

の
各

駅
や

中
学

校
で

の
啓

発
活

動
を

実
施

す

る
。
ま

た
、
自

転
車

利
用

者
に

ワ
イ

ヤ
ー

ロ
ッ

ク
を

配
布

す
る

と
と

も
に

ツ
ー

ロ
ッ

ク
の

徹
底

を
呼

び
掛

け

る
。

 

南
区

 

【
現

状
】

 

昨
年

の
刑

法
犯

認
知

件
数

は
1
,1

9
7
件

で
、

前
年

比
1
77

件
増

加
(
+1

7.
4
％

)
し

た
。

特
殊

詐
欺

は
、

3
7

件
と

前
年

比
1
1
件

増
加

(
+
4
2
.
3
％

)し
た

が
、
実

質
被

害
総

額
は

約
4
,
6
50

万
円

と
前

年
比

約
2
,
07

0
万

円

減
少

(
-
3
0
.8

％
)
し

た
。

住
宅

対
象

侵
入

盗
は

、
1
8
件

と
前

年
比

2
件

減
少

(
-1

0.
0
％

)
し

た
。

自
転

車
盗

は
、

2
9
1
件

と
前

年
比

9
1
件

増
加

(
+
 
4
5
.5

％
)
し

た
。

 

【
対

策
】

 

 
特

殊
詐

欺
に

つ
い

て
は

、
主

に
高

齢
者

に
照

準
を

定
め

、
年

金
支

給
日

な
ど

に
南

警
察

署
や

区
内

金
融

機

関
、
地

域
な

ど
と

連
携

し
、

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

や
防

犯
講

話
な

ど
で

啓
発

品
や

チ
ラ

シ
を

配
布

し
、
区

民
の

意

識
啓

発
を

図
る

。
 

住
宅

対
象

侵
入

盗
に

つ
い

て
は

、
補

助
錠

な
ど

の
啓

発
品

や
チ

ラ
シ

を
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
で

配
布

す
る

な
ど

し
て

、
注

意
喚

起
を

行
う

。
 

自
転

車
盗

に
つ

い
て

は
、

5
月

、
1
1
月

の
市

の
「

放
置

自
転

車
追

放
月

間
」、

「
自

転
車

安
全

利
用

促
進

強

化
月

間
」
の

機
会

を
と

ら
え

、
啓

発
品

や
チ

ラ
シ

を
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
で

配
布

す
る

な
ど

し
て

、
啓

発
活

動
を

実
施

す
る

。
 

そ
の

他
、
防

犯
カ

メ
ラ

設
置

の
促

進
及

び
設

置
補

助
事

業
の

積
極

的
な

活
用

に
向

け
た

広
報

や
防

犯
灯

の

L
E
D
化

の
支

援
、
青

色
回

転
灯

装
備

車
に

よ
る

パ
ト

ロ
ー

ル
な

ど
を

通
し

て
、
犯

罪
の

発
生

防
止

に
努

め
る

。 



 
区

 
概

要
 

守
山

区
 

【
現

状
】

 

昨
年

の
刑

法
犯

認
知

件
数

は
、
前

年
に

比
べ

増
加

と
な

っ
た

。
重

点
犯

罪
に

つ
い

て
も

、
住

宅
対

象
侵

入

盗
、

自
動

車
盗

、
自

転
車

盗
及

び
特

殊
詐

欺
い

ず
れ

も
件

数
が

増
加

し
て

い
る

。
 

【
対

策
】

 

 
住

宅
対

象
侵

入
盗

に
つ

い
て

は
、
在

宅
時

、
不

在
時

い
ず

れ
も

確
実

な
施

錠
を

行
い

、
補

助
錠

や
警

報
機

な
ど

の
防

犯
設

備
を

設
置

す
る

よ
う

呼
び

か
け

る
。

 

 
次

に
、

自
動

車
盗

に
つ

い
て

は
、

確
実

な
施

錠
を

行
う

と
と

も
に

、
警

報
機

、
ハ

ン
ド

ル
固

定
装

置
、
タ

イ
ヤ

ロ
ッ

ク
を

設
置

す
る

な
ど

複
数

の
盗

難
防

止
対

策
を

行
う

よ
う

呼
び

か
け

る
。
ま

た
ガ

レ
ー

ジ
や

セ
ン

サ
ー

ラ
イ

ト
を

設
置

す
る

な
ど

駐
車

場
の

安
全

対
策

、
ナ

ン
バ

ー
プ

レ
ー

ト
の

盗
難

防
止

の
た

め
に

盗
難

防

止
ネ

ジ
の

取
付

け
を

行
う

よ
う

呼
び

か
け

、
こ

れ
ら

に
関

す
る

啓
発

チ
ラ

シ
を

配
布

し
、
盗

難
防

止
の

推
進

を
図

る
。

 

ま
た

、
自

転
車

盗
を

防
止

す
る

た
め

、
少

し
の

時
間

で
も

必
ず

カ
ギ

を
か

け
る

よ
う

呼
び

か
け

る
と

と
も

に
、

防
犯

登
録

や
ツ

ー
ロ

ッ
ク

の
推

進
啓

発
を

図
る

。
 

 
ま

た
、
特

殊
詐

欺
に

つ
い

て
は

、
警

察
と

連
携

し
、
多

様
化

す
る

特
殊

詐
欺

の
手

口
を

ふ
ま

え
た

防
犯

講

座
の

実
施

や
ち

ら
し

・
啓

発
品

を
配

布
し

、
犯

罪
被

害
の

防
止

の
取

り
組

み
を

行
う

。
ま

た
在

宅
中

で
も

留

守
番

電
話

設
定

に
す

る
こ

と
や

、
録

音
機

能
や

着
信

時
に

警
告

メ
ッ

セ
ー

ジ
が

流
れ

る
被

害
防

止
機

能
付

き

電
話

機
を

活
用

す
る

な
ど

固
定

電
話

機
の

対
策

を
呼

び
か

け
る

。
 

 
子

ど
も

及
び

女
性

を
対

象
と

し
た

犯
罪

に
つ

い
て

は
、
防

犯
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

連
携

し
て

合
同

パ
ト

ロ
ー

ル
の

実
施

、
チ

ラ
シ
・

啓
発

品
を

配
布

す
る

な
ど

に
よ

り
子

ど
も

や
女

性
が

対
象

と
な

り
や

す
い

性
被

害
な

ど
の

犯
罪

の
抑

止
を

図
る

。
 

そ
の

他
の

罪
種

に
つ

い
て

も
、
被

害
実

態
に

応
じ

て
啓

発
ち

ら
し

等
の

配
布

や
防

犯
講

座
、
パ

ト
ロ

ー
ル

な
ど

を
行

い
、

注
意

を
呼

び
か

け
る

。
 

緑
区

 

【
現

状
】

 

昨
年

の
刑

法
犯

認
知

件
数

は
1,

28
0
件

で
、
前

年
に

比
べ

2
25

件
（

＋
2
1
.3

％
）

の
増

加
と

な
っ

た
。
重

点
犯

罪
に

つ
い

て
は

、
住

宅
対

象
侵

入
盗

は
減

少
、

自
動

車
盗

は
ほ

ぼ
横

ば
い

で
あ

っ
た

が
、

特
殊

詐
欺

、

自
転

車
盗

は
大

幅
に

増
加

し
た

。
特

に
特

殊
詐

欺
に

つ
い

て
は

、
前

年
か

ら
2
1
件

増
加

し
5
5
件

、
実

質
被

害
総

額
は

約
5
,6

0
0
万

円
増

加
し

約
1
億

2
,
0
0
0
万

円
と

被
害

が
拡

大
し

た
。

 

【
対

策
】

 

 
特

殊
詐

欺
に

つ
い

て
は

、
特

に
被

害
の

多
い

高
齢

者
へ

の
注

意
喚

起
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
子

ど
も

た

ち
な

ど
孫

世
代

へ
の

啓
発

活
動

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
家

族
間

の
ふ

れ
あ

い
に

よ
る

防
犯

意
識

の
醸

成
に

努

め
る

。
 

自
転

車
盗

に
つ

い
て

は
、
小

学
生

を
対

象
と

し
た

自
転

車
安

全
教

室
等

で
チ

ラ
シ

の
配

布
な

ど
に

よ
り

施

錠
の

重
要

性
を

伝
え

る
と

と
も

に
、
ツ

ー
ロ

ッ
ク

の
日

な
ど

の
機

会
を

捉
え

、
駅

周
辺

や
商

業
施

設
等

で
ワ

イ
ヤ

ー
ロ

ッ
ク

等
を

配
布

し
注

意
を

呼
び

掛
け

る
。

 

ま
た

、
空

き
家

を
含

む
住

宅
を

対
象

と
し

た
侵

入
盗

被
害

対
策

と
し

て
、
地

域
住

民
や

警
察

と
連

携
し

た

広
報

啓
発

活
動

を
実

施
す

る
。

 

名
東

区
 

【
現

状
】

 

昨
年

の
刑

法
犯

認
知

件
数

は
80

3
件

で
、
前

年
の

7
1
5
件

に
比

べ
1
2
.
3
％

の
増

加
と

な
っ

た
が

、
自

転
車

盗
が

4
5
件

の
増

加
、

オ
ー

ト
バ

イ
盗

が
5
件

の
増

加
、

侵
入

盗
が

8
件

の
増

加
だ

っ
た

。
重

点
犯

罪
の

う

ち
、

住
宅

対
象

侵
入

盗
は

1
件

の
減

少
、

自
動

車
盗

は
2
2
件

の
減

少
、

特
殊

詐
欺

に
つ

い
て

は
7
件

の
減

少
と

な
っ

た
。

 

【
対

策
】

 

特
殊

詐
欺

の
認

知
件

数
は

減
少

し
た

も
の

の
実

質
被

害
総

額
は

ほ
ぼ

横
ば

い
の

た
め

、
引

き
続

き
青

色
回

転
灯

装
備

車
に

よ
る

区
内

Ａ
Ｔ

Ｍ
設

置
場

所
周

り
の

巡
回

を
実

施
し

、
被

害
防

止
の

呼
び

か
け

を
行

う
。
ま

た
、

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

事
業

者
（

注
1）

と
協

力
し

て
、

特
殊

詐
欺

の
防

止
に

努
め

る
。

 

ま
た

、
高

齢
者

の
集

ま
る

ふ
れ

あ
い

給
食

会
な

ど
の

機
会

を
利

用
し

て
、
オ

レ
オ

レ
詐

欺
や

還
付

金
詐

欺

な
ど

の
特

殊
詐

欺
の

啓
発

に
努

め
る

。
 

そ
の

他
、
住

宅
対

象
侵

入
盗

に
つ

い
て

は
、
人

が
集

ま
る

大
型

量
販

店
な

ど
で

実
施

す
る

防
犯

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
機

会
に

補
助

錠
の

取
り

付
け

を
勧

奨
し

、
啓

発
品

と
し

て
補

助
錠

を
配

布
す

る
な

ど
注

意
を

呼
び

掛

け
る

。
 

区
 

概
要

 

天
白

区
 

【
現

状
】

 

 
昨

年
の

刑
法

犯
認

知
件

数
は

7
8
8
件

で
、

前
年

に
比

べ
2.

1％
の

増
加

と
な

っ
た

。
重

点
犯

罪
の

自
動

車

盗
は

減
少

（
7
件

・
前

年
比

-
1
5
件

）
し

た
が

、
住

宅
対

象
侵

入
盗

、
自

転
車

盗
、

特
殊

詐
欺

は
増

加
し

た

（
住

宅
対

象
侵

入
盗

27
件

・
前

年
比

+3
件

、
自

転
車

盗
1
6
7
件

・
前

年
比

+
1
5
件

、
特

殊
詐

欺
47

件
・

前

年
比

+
3
件

）
。

特
に

特
殊

詐
欺

は
、

実
質

被
害

総
額

が
約

1
億

7
,
0
00

万
円

で
、

前
年

か
ら

9,
00

0
万

円
以

上
増

加
し

て
お

り
、

市
内

ワ
ー

ス
ト

1
位

と
な

っ
た

。
 

【
対

策
】

 

 
特

殊
詐

欺
に

つ
い

て
は

、
広

報
な

ご
や

区
版

へ
の

記
事

掲
載

、
巡

回
広

報
の

実
施

、
ま

た
警

察
署

と
連

携

し
て

、
街

頭
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
や

、
高

齢
者

が
集

ま
る

機
会

を
捉

え
て

の
講

話
等

を
行

い
、

自
宅

の
電

話
を

常

に
留

守
番

設
定

に
し

て
お

く
こ

と
を

、
自

分
だ

け
で

な
く

家
族

や
友

人
に

も
呼

び
掛

け
て

も
ら

う
「

常
に

留

守
番

電
話

声
掛

け
運

動
」

の
実

施
を

し
て

い
く

。
 

 
ま

た
、
住

宅
対

象
侵

入
盗

に
つ

い
て

、
補

助
錠

を
配

布
す

る
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

通
じ

て
施

錠
の

徹
底

な
ど

の
対

策
を

働
き

掛
け

る
ほ

か
、
自

動
車

盗
に

つ
い

て
は

、
ナ

ン
バ

ー
プ

レ
ー

ト
盗

難
防

止
ネ

ジ
取

付
無

料
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

実
施

に
併

せ
て

、
ハ

ン
ド

ル
ロ

ッ
ク

や
タ

イ
ヤ

ロ
ッ

ク
等

の
複

数
対

策
を

呼
び

掛
け

る
。

 

 
自

転
車

盗
に

つ
い

て
は

、
年

に
2
回

、
近

隣
の

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

や
地

域
団

体
と

連
携

し
て

、
大

学
駐

車
場

等
で

、
チ

ェ
ー

ン
ロ

ッ
ク

を
配

布
し

て
、
自

転
車

の
2
か

所
施

錠
を

呼
び

掛
け

る
「

ツ
ー

ロ
ッ

ク

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

」
を

実
施

す
る

。
 

 
子

ど
も

及
び

女
性

を
対

象
と

し
た

犯
罪

に
つ

い
て

は
、
区

民
ま

つ
り

の
ブ

ー
ス

等
で
「

つ
み

き
お

に
」
色

鉛
筆

を
配

布
し

た
り

、
巡

回
広

報
に

て
防

犯
啓

発
を

行
う

。
 

青
色

回
転

灯
装

備
車

に
よ

る
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

年
末

に
は

、
「

青
色

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
出

発
式

」
を

行
い

、
地

域
や

警
察

と
の

連
携

を
深

め
る

と
と

も
に

、
犯

罪
の

お
こ

ら
な

い
環

境
づ

く

り
を

呼
び

か
け

る
。

 

（
注

1
）

事
業

者
連

携
「

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

事
業

」
と

は
、

平
成

2
7
年

度
か

ら
区

内
の

金
融

機
関

等
に

働
き

か
け

を

し
、

生
活

安
全

運
動

に
関

わ
る

（
主

に
特

殊
詐

欺
）

事
業

に
賛

同
可

能
な

事
業

者
を

募
り

、
区

長
と

事
業

者
が

協
力

や
連

携
な

ど
を

目
的

に
締

結
す

る
も

の
。

 

（
注

2
）

中
川

区
及

び
名

東
区

の
重

点
対

策
に

つ
い

て
は

、
区

安
心

・
安

全
で

快
適

な
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
総

会
の

決
定

を
も

っ
て

、
確

定
す

る
。

 

                   



幹 部 会 報 告 事 項 

令和６年４月 22 日 

                                        総 務 局 

       経 済 局 

事 

項 

令和６年度 首都圏出張時の企業訪問・企業情報の収集について 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容 

 

１ 概要 

  全局職員による企業誘致推進のため、首都圏への出張等の機会を捉え、企業訪問による

企業情報の収集を実施していただくよう依頼します。 

     

２ 対象職員 

  首都圏へ出張する課長級以上の職員 

 

３ 依頼事項 

(1)首都圏出張時における企業訪問・企業情報の収集 

 (2)名古屋のPRにつながる事業等に関する情報提供 
 
 ※経済局（産業立地交流課）にて、企業誘致パンフレット、グッズ、名刺台紙等をご用意

してますので、企業訪問時などにご活用ください。 
 ※訪問先企業につきましては、誘致の実現可能性や本市内事業所の有無などは問いません。

事業所以外の場所で面談を実施していただいた場合も含みますが、オンラインによる面

談は含みません。 
 

【参考：過去実績】 

区   分 各局室企業訪問件数 

令和５年度      ８３件（暫定） 

令和４年度  ３１件 

令和３年度 １件 

 ※各局室への依頼に対する報告を集計したもの（令和6年3月31日現在）。 

※令和 5 年度に各局室にて実施していただいた企業訪問のうち、未報告のものがございま

したら、5月31日（金）までに、経済局（産業立地交流課）までご報告ください。 

 
備 

考 

 

（シティプロモーションに関すること 総務局企画課シティプロモーション推進担当 内線 4450） 

（企業訪問等に関すること 経済局イノベーション推進部産業立地交流課 内線 2423） 

 



令和 6年 4月22日 

 

各局室区長 様 

 

総 務 局 長 

経 済 局 長 

 

首都圏出張時の企業訪問・企業情報の収集について（依頼） 

 

 

本市への企業誘致を推進すること等を目的とし、課長級以上の職員が首都圏へ出張される際

に積極的に企業を訪問し、企業情報の収集に努めていただくことを、昨年度までお願いしてき

たところでございます。昨年度の訪問実績は83社であり、一昨年度の31社と比較して多くの企

業に訪問していただきました。積極的なご協力に厚く御礼申し上げます。 

今年度につきましても、当地域の経済の活性化のため、引き続き、企業訪問・企業情報の収

集にご協力いただきますようお願いいたします。 

なお、今年度より総務局にシティプロモーション推進の組織を設置しております。今後シテ

ィプロモーションに係る基本方針を策定し、全庁的に取り組んでいく予定ですが、首都圏への

企業訪問によって、名古屋の魅力を直接伝えていただくことはまさにプロモーションの取り組

みになりますので、シティプロモーションの観点からも積極的な取り組みをお願いいたしま

す。 

 

記 

 

１ 首都圏出張時における企業訪問・企業情報の収集 

（1）依頼内容 

課長級以上の職員が、首都圏へ出張の機会に、企業を訪問し、本市のＰＲを行うとともに、

本市への進出の可能性等についての情報を収集し、別添報告様式にて次のアドレス宛にご報

告ください。（報告書提出先アドレス：a2423@keizai.city.nagoya.lg.jp） 

※ 業務の都合等により企業には訪問せず、首都圏の他の場所で会われる場合も報告の対象

としてください。 

※ 必要な事項が記載されておりましたら、別添報告様式以外の任意の様式（復命書の写し

など）でご報告いただいても結構です。 

 

＜留意事項＞ 

・訪問先企業につきましては、誘致の実現可能性や本市内事業所の有無などは問いません。

展示会など、事業所以外の場所で面談を実施していただいた場合も含みますが、オンライ

ンによる面談は含みません。 

・本市の魅力や特色等の情報については、専用サイト「名古屋ビジネス進出サポートサイト」

（https://nagoya-potential.jp/）をご参照ください。 

                    

mailto:a2423@keizai.city.nagoya.lg.jp
https://nagoya-potential.jp/


・企業訪問の際にご活用いただける誘致用パンフレット、グッズ、名刺台紙等を産業立地交

流課にてご用意しますので、訪問日の前日までにご連絡ください。 

 

（2）実施時期 

   令和 7年 3月31日まで 

    ※次年度以降につきましては、改めてご連絡させていただきます。 

 

（3）令和 5年度の企業訪問報告について 

   令和 5年度に実施していただいた企業訪問につきまして、まだご報告いただいていない場

合は、お手数ですが、令和 6年 5月31日までに、別添「企業情報報告フォーマット」または

任意様式にて、下記担当までご報告ください。 

 

２ 名古屋のＰＲにつながる事業等に関する情報提供 

  以下に掲げる事項のように、企業訪問時に伝えるべき有益な情報や、企業の方に知ってい

ただきたい情報等をお持ちの場合は、経済局イノベーション推進部産業立地交流課まで情報

提供をお願いいたします。名古屋への企業進出につながる補助制度等のパンフレットと共に、

企業訪問時の情報として提供できるよう、情報をいただいた担当部署と調整をさせていただ

きます。 

・本市に進出する企業や、そこで働く方にとってメリットとなるような、名古屋をアピール

することのできる情報 

・民間企業の力を借りることや、連携することが必要な施策等、是非とも企業の方々に知っ

ておいていただきたい情報 

 

なお、シティプロモーション推進担当においては、今後産業立地交流課に情報提供いただ

くアピールポイントを含め、市内外の人に誇れる名古屋の魅力に関し、本依頼とは別に改め

て整理をしてまいります。 

 

３ その他 

企業訪問される前に、イントラネットのページ「首都圏出張時の企業訪問・企業情報の収

集について」をご参照ください。 

（所属別ページ＞経済局＞イノベーション推進部＞産業立地交流課 

http://js-intra-s.wsus.intra.city.nagoya.lg.jp/keizai/?p=251) 

 

 

シティプロモーションに関すること 総務局企画課シティプロモーション推進担当 内線4450 

企業訪問等に関すること 経済局イノベーション推進部産業立地交流課 内線2423 

  

http://js-intra-s.wsus.intra.city.nagoya.lg.jp/keizai/?p=251


 

幹 部 会 報 告 事 項 

令 和 6 年 4 月 22 日 

健 康 福 祉 局 

事

項 

第 9期名古屋市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画「はつらつ長寿プランなごや

2026」の策定について 

内 

 

 

 

容 

 

このたび、第 9期名古屋市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画「はつらつ長寿プ

ランなごや 2026」を策定いたしましたので報告します。 

 

１ 計画の概要 

（１）計画期間 

   令和 6年度から令和 8年度までの 3年間 

（２）計画の目的 

この計画は、老人福祉法第 20 条の 8 に基づく「高齢者保健福祉計画」と、介護

保険法第 117 条に基づく「介護保険事業計画」を一体的に策定し、両計画を推進す

ることにより、医療、介護、在宅医療・介護連携、認知症施策、介護予防、生活支

援、住まいが包括的に確保される「地域包括ケアシステム」の深化・推進を図り、

地域共生社会の実現に向け、高齢者が可能な限り住み慣れた地域でその有する能力

に応じて自分らしく暮らし活躍できる『 互いに長寿を歓び合い、はつらつとして

暮らせるまち、なごや 』を目指すものです。 

 

２ 計画冊子の配布 

（１）配布場所 

   市民情報センター、各区役所情報コーナー、各区福祉課、支所区民福祉課 

（２）配布開始日 

   令和 6年 5月 13 日（月） 

   なお、本日 4月 22 日（月）から市公式ウェブサイト上で計画を公開 

 

３ その他 

  令和 5年 12 月 11 日から令和 6年 1月 19 日まで実施したパブリックコメントに寄

せられた市民意見に対する市の考え方についても、本日から市公式ウェブサイトで

公開するとともに、上記２「計画冊子の配布」の場所及び開始日により配布します。 

 

４ 添付資料 

「はつらつ長寿プランなごや 2026」概要版 

備 

考 
本件は、本日（4月 22 日）市政記者クラブに資料提供します。 

健康福祉局高齢福祉部高齢福祉課 内線 2542   



令和6年4月　幹部会 資料









































幹 部 会 報 告 事 項 

令和 6 年 4 月 22 日 

子 ど も 青 少 年 局 

事  
項  

児童虐待防止推進月間（5 月）における広報啓発の取り組みについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内  
 
 
 
 
 
 

容  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 趣 旨 

  平成 25 年 4 月に施行された「名古屋市児童を虐待から守る条例」

において、毎年 5 月と 11 月を児童虐待防止推進月間とし、児童を虐

待から守り、児童虐待問題について、深い理解と協力を得ることがで

きるよう、各種の PR 活動を通して、市民及び関係者への呼びかけを

行っています。 

  5 月は名古屋市独自の「児童虐待防止推進月間」であり、新入学な

どにより環境が変わった子どもとその保護者や、就職により新たに

児童に関する業務に従事することになった方などを対象に、児童虐

待の予防や早期発見についての知識の普及などを目指すものです。 

  毎年 11 月は、こども家庭庁が主唱する「オレンジリボン・児童虐待防止

推進キャンペーン」として全国的な広報啓発活動を行っています。 

また、この機会に、児童相談

所虐待対応ダイヤル「１８９」

のさらなる普及を図ります。 

 

２ 実施内容  

（１）「とだがわこどもひろば」  

における児童虐待防止キャンペーン 

日 時：令和 6 年 5 月 5 日（日・祝）10:00～ 

場 所：とだがわこどもランド 

内 容：簡単なクイズの実施と啓発 

物品（ミニタオル等）の配布 

 

（２）児童虐待防止 PR 

 日 時：令和 6 年 5 月 6 日（月）9:00～ 

 場 所：東山動植物園             （ミニタオル） 

内 容：啓発物品（マグネットクリップ等）の配布 

 

（３）メディアの活用による広報啓発 

  ア 名古屋テレビ「名古屋市政情報番組 おもてなし隊なごや」 

   放 送 日：令和 6 年 5 月 19 日（日）17：55～18:00 

   内  容：児童虐待の現状や相談窓口を周知 

イ NAGOYA_STATION_VISION（名古屋駅中央コンコース中央改札横）

 掲出期間：令和 6 年 5 月 1 日（水）～31 日（金） 

 内  容：児童虐待の通告先や相談窓口を周知 

児 童 虐 待 防 止 の  
シ ン ボ ル マ ー ク  
オ レ ン ジ リ ボ ン  



 
 
 
 
 
 
 
 
 

内  
 
 
 
 
 

容  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（４）小中学生と保護者向けの広報啓発の強化 

ア 市立小学校 1・2 年生及びその保護者向けに児童虐待に関する

基本的知識と相談先を示したリーフレットを配付 

イ 市立小学校 3 年生から市立中学校 3 年生向けに相談先等を示

した啓発カードを配付 

                                                                                    

（５）関係機関職員向け研修会の開催 

テーマ：事例に学ぶ多機関連携～虐待死、どうすれば防げるのか～ 

対 象：社会福祉事務所職員、児童相談所職員、児童福祉施設等職

員、保育士、学校関係者、民生委員児童委員 等 

講 師：松岡 典子 氏 

    （特定非営利活動法人 MC サポートセンターみっくみえ代表、

一般社団法人全国妊娠 SOS ネットワーク理事、三重県社会福祉

審議会児童福祉専門分科会委員） 

日 時：令和 6 年 5 月 27 日（月）～6 月 9 日（日）【ウェブ開催】 

 

（６）その他 

ア 確実に相談・通告につながるよう、新たに市民向け啓発リーフ

レットに「子どもの声に耳をかたむけよう」とのメッセージと二

次元バーコードを載せ、児童虐待についての連絡（通告）方法を

公式ウェブサイト上でわかりやすく案内 

イ 広報なごや、本庁舎正面玄関への広報用看板掲出、ラジオ放送、

地下鉄駅内の旅客案内装置、「なごや子育てアプリ NAGOMii（な

ごみー）」などを利用した PR 

ウ 期間中、本市職員（課長級以上）のオレンジリボンバッチ着用 

エ 各区の独自取組み（5 月・11 月を中心に通年で実施） 

 

３ その他の取り組み 

（１）親子のための相談 LINE 

子育てや親子関係について悩んだときに、匿名でも相談可能 

        

（２）なごやっ子 SOS（子ども電話相談事業） 

子育てに関する悩みや不安に関する電話相談窓口 

電話番号 052-761-4152（よいこに）   （24時間365日受付） 

 

備  
考  

本件は、本日市政記者クラブへ資料提供を行います。 

   （子育て支援部子ども福祉課  内線 3979） 

 







 
幹 部 会 報 告 事 項 

令和 6 年 4 月 22 日 

住 宅 都 市 局 

事

項 
「Nagoya まちなかウォーカブルなまちづくりシンポジウム」の開催について 

内 
 
 
 
 

容 

 

 官民が連携し居心地が良く歩きたくなるウォーカブルなまちづくりを進めてい

くため、「Nagoya まちなかウォーカブル戦略」を令和 6 年 3 月に策定しました。

本市としてのまちづくりの考え方を市民の皆様に知っていただくとともに、有識

者のご意見を伺い、関心を高めていただく場としてシンポジウムを開催します。 
 

１ 主催者 

名古屋市 

公益財団法人名古屋まちづくり公社 
 

２ 開催日時 

令和 6年 5月 11 日（土）14 時 00 分～16 時 00 分（13 時 30 分開場） 
 

３ 開催場所 

名古屋都市センター11 階ホール (中区金山町一丁目１番１号 金山南ビル） 
 

４ プログラム 

（１）「Nagoya まちなかウォーカブル戦略」について 

 説明者：名古屋市住宅都市局ウォーカブル・景観推進課 

（２）基調講演「ウォーカブルなまちづくりに向けたこれからの戦略と課題」 

 講演者：宋 俊煥 氏<山口大学大学院創成科学研究科 教授> 

（３）トークセッション「名古屋市におけるウォーカブルなまちづくりの進め方」 

 パネラー：宋 俊煥 氏<山口大学大学院創成科学研究科 教授> 

      長崎正幸 氏<（株）ザ・ソーシャル 代表> 

      宇佐見康一氏<（独）都市再生機構中部支社都市再生業務部 担当課長> 

      野田 浩 氏<名古屋市住宅都市局 ウォーカブル・景観推進課長> 

 コーディネーター：加藤義人 氏<名古屋都市センター特任アドバイザー> 
 

５ 参加方法 

先着 50 名（入場無料、インターネット申込みによる事前予約制） 

https://x.gd/dytSH 

備

考 
本件は、本日、市政記者クラブに資料提供します。 

（都市計画部ウォーカブル・景観推進課 内線 2938） 

https://x.gd/dytSH
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幹 部 会 報 告 事 項 
令和６年４月 22 日 

上 下 水 道 局 

事 

項 

「なごや水道・下水道連続シンポジウム」の開催について 

内

容 

１ 趣 旨 

将来にわたり持続可能な上下水道事業とするために解決すべき課題について、

お客さまとともに考え、事業のあり方について共感いただくきっかけづくりの場

とすることを目的に、今年度、「なごや水道・下水道連続シンポジウム」を３回

開催します。 

 

２ 日時、テーマ及び会場 

 日 時 テーマ 会場 

第１回 
令

和

６

年 

５月26日（日） 

午後２時開始 

“地震に強い”水道・下水道

を考えよう 
名古屋都市

センター  

11階ホール 

第２回 
８月10日（土） 

午後２時開始 

（仮）みんなに“やさしい

水”を考えよう 

第３回 
11月４日（月・祝） 

午後２時開始 

（仮）水道・下水道の“未来”

を考えよう 

  

３ 定 員 

各回先着100名（事前申込制） 

 

４ 申込方法 

局公式ウェブサイトにて申込み（第１回は、５月11日（土）９時00分から受付開始） 

（https://www.water.city.nagoya.jp/category/sdgs/161149.html） 

 

５ 主 催 

  名古屋市上下水道局（共催：公益財団法人名古屋まちづくり公社） 

 

※令和６年５月26日（日）開催分の内容 

 第１部 基調講演 

 「南海トラフ地震への備えと課題」 

名古屋大学減災連携研究センター准教授 平山 修久 氏 

 「能登半島地震の被災地応援に従事して」 

   名古屋市上下水道局水道計画課長 髙倉 俊夫、保全課長 太田 宗由 

 第２部 パネルディスカッション 

  テーマ：「能登半島地震から考える「なごや」の災害対策」 

  コーディネーター：名古屋都市センター特任アドバイザー 加藤 義人 氏 

  パネリスト：平山 修久 氏、髙倉 俊夫、太田 宗由 

備 

考 

本件は、本日、市政記者クラブに資料提供します。 

 （企画経理部経営企画課 内線３６１２） 

https://www.water.city.nagoya.jp/category/sdgs/161149.html


なごや水道・下水道連続シンポジウム 第１回

入場
無料

※手話通訳・要約筆記あり

令和６年能登半島地震の被害に対し、
多くの名古屋市上下水道局職員が
現地で応援活動に従事しました。
職員からの直接の声もお届けします。

主催： 共催：公益財団法人名古屋まちづくり公社

５
26（日）

2024年

14：00～16：15“地震に強い”
水道・下水道を考えよう

写真：夜間の水道復旧工事（七尾市）

来場者プレゼント



問合せ 名古屋市上下水道局企画経理部経営企画課
TEL 052-972-3612 E-Mail keiei@jogesuido.city.nagoya.lg.jp

プログラム

「南海トラフ地震への備えと課題」
名古屋大学減災連携研究センター准教授 平山 修久氏

「能登半島地震の被災地応援に従事して」
髙倉 俊夫
太田 宗由

第1部 基調講演

第２部 パネルディスカッション
【コーディネーター】名古屋都市センター特任アドバイザー 加藤 義人氏
【パネリスト】 名古屋大学減災連携研究センター准教授 平山 修久氏

髙倉 俊夫
太田 宗由

平山 修久（ひらやま ながひさ）氏
京都大学工学研究科にて博士号を取得。
京都大学大学院工学研究科特定准教授、
国立環境研究所主任研究員を経て、
2016年より現職。専門は災害環境工学、
水道工学。

会場アクセス
地下鉄・ＪＲ・名鉄「金山駅」南口すぐ

シンポジウムの様子は、局公式ウェブサイト等で
後日紹介いたします。

なごや水道・下水道連続シンポジウム
今、上下水道事業は厳しい経営環境におかれています。名古屋の上下水道の将来に

3回連続のシンポジウムを開催
します。

第1回目は、「災害に強い上下水道施設」をテーマに、専門家による基調講演や、
能登半島地震における局職員の応援活動の報告も交え、強靭な上下水道施設とするた
めの取組みについて紹介します。

第2回 8月10日（土） 「水道水の安定供給と健全な水環境の創出」
第3回 11月4日（月･祝）「未来につなぐ健全な経営」

開催
予定

※ 各回の詳細については、広報なごや、局公式ウェブサイト等で後日お知らせいたします。

申込方法

参加申込は先着順です。
上下水道局公式ウェブサイトから所定の申込
フォームにてお申し込みください。
局公式ウェブサイト
https://www.water.city.nagoya.jp/
category/sdgs/161149.html

申込開始：５月11日（土）

mailto:keiei@jogesuido.city.nagoya.lg.jp
https://www.water.city.nagoya.jp/


幹 部 会 報 告 事 項 
令和６年４月 22 日 

上 下 水 道 局 

事 

項 

「なごや学生 上下水道ワークショップ」の開催について 

内

容 

１ 趣 旨 

１１０年の長い歴史をもつ名古屋の水道・下水道を将来に渡って、“いつまでも”

“あたり前に”“使える”ように、学生の視点による議論を行い、意見聴取するワ

ークショップを開催します。将来を担う学生のみなさまに上下水道事業に興味を持

っていただくとともに、今後の事業運営の参考にしていきます。 
 

２ 日 時  令和６年６月８日（土）13:15～16:45 
 

 

３ 会 場  名古屋都市センター 11階ホール 

（中区金山町一丁目１番１号 金山南ビル内） 
 

 

４ 定 員  ３０名程度 
名古屋市の給水区域内に在住または在学する満18歳以上の大学生等※ 
※ 大学（大学院含む）、短期大学、専修学校の専門課程 

 

 

５ 参加申込 

参加を希望される方は、事前申込みが必要です。 

（１）申込日時 令和６年４月22日（月）～５月22日（水） 
（２）申込方法 以下のメールアドレスへお申し込みください。 

renkei@jogesuido.city.nagoya.lg.jp 
（３）記載内容 氏名、学校名、連絡先など 
        詳細は局公式ウェブサイトをご確認ください。 
https://www.water.city.nagoya.jp/category/eventoshirase/161231.html 

 

 

６ 主 催 

名古屋市上下水道局（共催：公益財団法人名古屋まちづくり公社） 

 

備 

考 

本件は、本日、市政記者クラブに資料提供します。 

 （企画経理部経営企画課 内線３６１２） 

mailto:renkei@jogesuido.city.nagoya.lg.jp
https://www.water.city.nagoya.jp/category/eventoshirase/161231.html


 

 

13:15 から 16:45 まで 

対象者：名古屋市の給水区域内に在住または在学する 

満 18 歳以上の大学生等※１ 

    ※1 大学（大学院含む）、短期大学、専修学校の専門課程 

定 員：30 名程度 

申 込：以下のアドレス宛にメールにて申し込み※２ 

    ※2 氏名・学校名・連絡先を記載してください 

メール：renkei@jogesuido.city.nagoya.lg.jp 

締 切：2024 年 5 月 22 日（水）まで 

問合せ：名古屋市上下水道局企画経理部連携推進課 

    電話：052-972-3720  伊東・安田 

詳細は局ウェブサイトをご確認ください 

（開場 13：00） 

場所 
名古屋都市センター 11 階ホール 

”110 年”の⻑い歴史を持つ、なごやの⽔道・下⽔道。 
皆さまの暮らしの最も近くで、皆さまと共に歩んできました。 
しかしながら近年、⽔道使⽤料⾦の減収や電⼒費の⾼騰など 
の影響により、なごやの上下⽔道事業は ”大きな転機“を 
迎えています。なごやで “いつまでも” “あたり前に” 
“水道水を使える“ように、みんなで考えてみませんか。 

あなたの意見が 

事業運営のあり方等を議論する会議にフィードバック 

ファシリテーター 
（キャリアコンサルタント／社会教育士） 

課題解決（まちづくり）と自己実現（ひとづくり）の研修に力を入れ、職員の
士気向上、課題解決型企業へのブランディングなど、無関心層が自分事に
なる気づきの研修に定評がある。主な実績は、内閣府「課題解決アイデア
会議」研修など多数。 

（中区金山町一丁目１番１号 金山南ビル内） 

 地震 

 断⽔… 
 予算… 

 豪雨 

https://www.water.city.nagoya.jp/category/ 
eventoshirase/161231.html 

 

mailto:renkei@jogesuido.city.nagoya.lg.jp
https://www.water.city.nagoya.jp/category/


幹 部 会 報 告 事 項 
令和６年４月 22 日 
上 下 水 道 局 

事項 大雨に備えた準備強化週間について 

内

容 

 

１ 趣旨 

上下水道局では、平成 18 年度から毎年、梅雨の時季を前に「大雨に備えた準

備強化週間」を設けています。 

 

２ 期間 

   ５月 11 日（土）から５月 17 日（金） 

 

３ 実施内容 

 （１）雨水ポンプ所の公開（別添チラシ参照） 

普段は直接見る機会が少ない雨水ポンプ所を一般公開し、雨水ポンプ所の役

割などを知っていただく機会とします。 

   ①日時 ５月 11 日（土） 午前９時 30 分から午後０時 30 分 

  ②場所 戸田ポンプ所（中川区戸田明正一丁目 803 番地） 

③主な内容 

    ・まちを大雨から守る雨水ポンプ所の施設見学 

    ・下水取付管の TV カメラ調査の実演 

    ・雨水流出抑制施設のＰＲ 

 

（２）雨水ますの清掃活動（５月 11 日から５月 17 日） 

   上下水道局職員が三の丸地区及び営業センター等の上下水道局所管施設周

りの雨水ます清掃を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 （３）「自助」・「共助」の啓発 

   各区総合水防訓練や今後の当局行事等にて、パネル展示やリーフレットの配

布等により、お客さまに実施していただきたい浸水対策の啓発を図ります。 

①なごやハザードマップ防災ガイドブックの確認 

    指定緊急避難場所や避難経路の事前確認 

   ②雨水ます清掃のお願い 

    雨水ますのまわりを清掃するとともに、物などを置かないようにＰＲ 

   ③簡易水防工法の紹介 

    家庭で簡易に設置可能な雨水浸入防止工法のご紹介 

備考 本件は、令和６年４月 26 日に市政記者クラブへ資料提供します。 

（計画部下水道計画課 内線３７９７） 





          

   
  

  



幹 部 会 報 告 事 項 

  令和 6 年 4 月 22 日 

教 育 委 員 会 

事 

項 
名古屋市指定有形文化財の指定について 

内 

 

 

 

容 

 

   名古屋市指定有形文化財として下記の 6点を指定しましたのでお知らせいたし

ます。 

 

1  名古屋市指定有形文化財に指定したもの  

種別 名 称 員数 所在地 所有者 

絵画 

紙本
し ほ ん

淡彩
たんさい

相応院
そうおういん

画像
が ぞ う

 1 幅 
名古屋市千種区城山町 

1 丁目 47 番地 

宗教法人 

相應寺 

紙本
し ほ ん

淡彩
たんさい

相応院
そうおういん

画像
が ぞ う

 賛
さん

有
あり

 1 幅 同上 

板絵著
いたえちゃく

色
しょく

杉戸
す ぎ と

絵
え

 

芙蓉図
ふ よ う ず

、花卉図
か き ず

、菊図
き く ず

 
5 面 同上 

絹本著
けんぽんちゃく

色
しょく

当麻
た い ま

曼荼羅図
ま ん だ ら ず

 1 幅 同上 

絹本著
けんぽんちゃく

色
しょく

釈迦
し ゃ か

涅槃図
ね は ん ず

 1 幅 同上 

紙本金地著
しほんきんじちゃく

色
しょく

中国
ちゅうごく

宮廷
きゅうてい

 

・当世
とうせい

遊楽図
ゆうらくず

屏風
びょうぶ

 
1 双 名古屋市中区本丸 1番 1号 名古屋市 

 

2  指定日 

令和 6年 4月 19 日 
 

3  その他 

 〇今回の指定で、名古屋市指定文化財の総数は 133 件、うち絵画は 18 件になりま

した。 

〇「紙本淡彩相応院画像」、「紙本淡彩相応院画像 賛有」、「板絵著色杉戸絵 芙

蓉図、花卉図、菊図」は、令和 6年 12 月に名古屋城総合事務所の特別展におい

て展示予定です。 
 

4  文化財の概要 

 別添、文化財の概要参照 

備 

考 
本件は、令和 6年 4月 19 日（金）に市政記者クラブへ資料提供しました。 

 （生涯学習部文化財保護課 内線 3268） 



＜文化財の概要＞ 

紙本淡彩相応院画像 

１ 大きさ （画面のみ）  縦 91.8 ㎝ 横 32.8 ㎝ 

 

２ 指定の理由 

相応寺（名古屋市千種区）に所蔵されている尾張藩祖徳川義直の生母相

応院の画像である。義直の「尾陽国主」印が押されている。 

本像は、像主をよく知るものによる制作であり、像主の近くに居たもの

による制作と考えられる。また、像主を描く画風は、義直作の他の絵画と

共通するものである。 

押印された印は義直が記した絵画や書に用いられているものであり、こ

の画像は、義直筆と考えられる。本市ではこれまで藩主の作品はほとんど

指定されていないことから重要である。 

 

３ 備考 

相応寺は、初代藩主義直が生母相応院の菩提のため建立した寺院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 紙本淡彩相応院画像（部分） 

 

 

 

 

紙本淡彩相応院画像 



＜文化財の概要＞ 

紙本淡彩相応院画像 賛有 

１ 大きさ  （画面のみ） 縦 72.5 ㎝ 横 28.2 ㎝ 

 

２ 指定の理由 

相応寺（名古屋市千種区）に所蔵されている尾張藩祖徳川義直の生母相

応院の画像である。 

寺伝によれば画賛とも義直自筆という。上部の賛文は義直作であること

がわかっている。義直の印はない。 

また、制作時期については、桃山末から江戸初期の着衣の様相で描かれ

ていることからお亀の方が尼となった元和2年（1616）以降のものであり、

義直の在世期(1600-1650)の後半期制作と推定されることも、義直と本画

像との関係を示す。 

本画像は、前頁の「紙本淡彩相応院画像」を整え、理想化した姿が明快

で鋭く伸びやかな線で描かれている。義直という名古屋の文化に大きくか

かわる人物の作画・賛との伝承を持つことに意味がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

                紙本淡彩相応院画像 賛有（部分） 

 

 

 

紙本淡彩相応院画像 賛有 



＜文化財の概要＞ 

板絵著色杉戸絵 芙蓉図、花卉図、菊図 

１ 大きさ  

芙蓉図・花卉図  内法各縦 176.5 ㎝ 横 93.5 ㎝  

  菊図       内法 縦 173.5 ㎝ 横 127.5 ㎝ 

 

２ 指定の理由 

相応寺（名古屋市千種区）に所蔵される杉戸である。本杉戸は、「芙蓉図」

「花卉図」各 2面が表裏になっており、「菊図」は 1面のみである。 

現在は庫裡の間仕切りとして置かれているが、元来の相応寺のどこにあ

ったのかは定かではない。現在地に移転する以前に存在した建物にあった

ものと思われる。現在は無くなった建物に杉戸を間仕切りとした広い廊下

があったことを伝え、当初の相応寺の規模を偲ばせる。  

また、杉戸絵の描法は絵画制作者の美意識・造形力を知らしめ、江戸前

期に建立された相応寺の丁寧な造りを想像させる貴重な資料であり、その

規模・荘厳のあり様の一部を現在に残す作例である点が重要である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    芙蓉図 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

                                   花卉図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菊図 

 



＜文化財の概要＞ 

絹本著色当麻曼荼羅図 

１ 大きさ （画面のみ）  縦 354.4 ㎝   横 329 ㎝  

（表装裂含む） 縦 487.5 ㎝   横 397.5 ㎝ 

 

２ 指定の理由 

裏面墨書から本図が相応院の菩提を弔うため、正保２年(1645)3 月に伝通

院※から相応寺に寄進されたものであることがわかる。 

全般に江戸前期の様式と考えられ、裏面墨書の年号に近い年代に制作され

たものと考えられる。 

本図は江戸前期の大型の当麻曼荼羅図であり、当時の相応寺の規模をうか

がわせ、伝来も明快で伝通院と相応寺との関係を示す作品である。また、江

戸前期の絵画の特質を伝える貴重な作品である。 
 
※伝通院…徳川家康の生母於大の方の菩提寺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

絹本著色当麻曼荼羅図（徳川美術館提供） 



＜文化財の概要＞ 

絹本著色釈迦涅槃図 

１ 大きさ （画面のみ）  縦 408.7 ㎝    横 364.9 ㎝  

（表装裂含む） 縦 478.2 ㎝    横 393.7 ㎝  

２ 指定の理由 

本図は動物の種類が多く、涅槃図に描かれる定番動物の他、身近な動物

や水中動物や虫までが描かれる。虎と豹がつがいに描かれており、江戸時

代を思わせる。また、馬の描写が、狩野派の絵馬の描法に近い。本図制作

の制作期は、江戸前期の裏面寄進墨書年（慶安 5年）に近い時期と考えら

れる。 

相応寺の規模の大きさを示し、かつ本図の裏面の墨書により慶安 5 年

(1652 年)に相応寺第二世により相応院の菩提を弔うため寄進されたもの

としてはっきりしていることから、1600 年代半ばの絵画作品として貴重で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絹本著色釈迦涅槃図（徳川美術館提供） 

 



＜文化財の概要＞ 

紙本金地著色中国宮廷・当世遊楽図屏風 

１ 大きさ （画面のみ）  縦 67.7 ㎝ 横 241.4 ㎝  

       

２ 指定の理由 

右隻に中国唐時代の皇帝と美妃（おそらく玄宗と楊貴妃）、左隻に日本風

俗を描く中型の屏風である。右隻の画題は、玄宗皇帝と伝説的美女楊貴妃

が出会う邂逅図で、御殿障壁画や屏風における伝統的画題であったことが

文献から知られる。 

本資料の価値はまず画質の高さそのものにある。とくに右隻は、相応寺

（名古屋市千種区）に伝来した「相応寺屏風」と呼ばれる遊楽図屏風（徳

川美術館蔵・重要文化財）と同じ筆者の可能性も考えられ、相応寺屏風と

同様に尾張藩主と何らかの関係があったことが想定される。次に、右隻漢

（中国）の伝統的皇帝画題と左隻和（日本）の当世風俗が、同じ工房によ

り同時期に制作された点で、画題で制作工房を区別しがちであったという

定説をくつがえす。さらに、画題の玄宗皇帝と楊貴妃の邂逅図作品は伝来

例が少なく貴重である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙本金地著色中国宮廷・当世遊楽図屏風（左隻） 

紙本金地著色中国宮廷・当世遊楽図屏風（右隻） 



幹 部 会 報 告 事 項 
令 和 6 年 4 月 2 2 日 
教 育 委 員 会 

事

項 
美術館特別展「生誕130年記念 北川民次展－メキシコから日本へ」の開催について 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
容 

１ 概要 

 北川民次（1894-1989）の約 30 年ぶりの回顧展です。1920-30 年代のメキシコ

で画家・美術教育者として活動した北川民次。帰国後は、東京や愛知を拠点に洋

画壇で活躍し、子どもの美術教育や壁画制作にも挑みました。本展では、絵画作

品約 70 点をはじめ約 180 点の作品と資料によって、北川がメキシコで学び日本

へ帰国後も貫いてきた芸術への信念を再考します。洋画家・壁画家・絵本制作

者・美術教育者など多彩な側面をもつ作家の実像に迫る展覧会です。 

２  会期等 

（１）展覧会名 特別展「生誕１３０年記念 北川民次展―メキシコから日本へ」 

（２）会期   令和 6年 6月 29 日(土)～9 月 8 日(日)（62 日間） 

（３）休館日  毎週月曜日 

（４）観覧料  一般 1,500 円 高大生 900 円 中学生以下無料 

（５）主催   名古屋市教育委員会・名古屋市美術館、 

中日新聞社、日本経済新聞社、テレビ愛知 

３ 主な展示内容 

絵画作品 70 点はじめ、作品と資料約 180 点を展示 

 ※主な展示作品 

《トラルパム霊園のお祭り》1930 年 油彩／キャンバス 名古屋市美術館 

《ロバ》1928 年 油彩／キャンバス 愛媛県美術館 

《岩山に茂る》1940 年 テンペラ／キャンバス 個人蔵 

４ 展覧会の見どころ 

約30年ぶりの大規模な回顧展 1996 年に開催されてから約30 年ぶりの大規模な

回顧展となる本展覧会。東海地方をはじめ、宮城、新潟、栃木、愛媛など、全国各地

に所在している作品をまとめて見ることが出来る貴重な機会です。 

北川民次の多彩な活動を紹介 洋画家、壁画家、絵本作家、そして美術教育者など、

様々な方面で活躍した、北川民次。本展では多様な作品と資料から、まだ十分に知ら

れていない北川民次の魅力を紹介します。 

メキシコの精神を汲んだ国際的な作家 北川はメキシコで様々な作家と交流しな

がら自らの創造性を育みました。同時代のメキシコで活動した画家ルフィーノ・タマ

ヨや写真家ティナ・モドッティ、北川と親交のあった藤田嗣治などの作品もあわせて

紹介し、メキシコと日本の架け橋となった作家の姿に着目します。 

５ 目標入場者数  30,000 人 

備考 本件は、本日幹部会報告後、市政記者クラブへ資料提供します。 

（美術館 ２１２－０００１） 

































令和６年・愛知県版
～被害防止マニュアル～

令和６年３月作成 生活安全総務課

被害者の約８割は

高齢者
犯人に狙われています。

「私は大丈夫。」ではありません。

犯人は、電話に出てくれる

あなたを探しています。

お友達と一緒に、
「犯人と話さない対策」を

始めましょう！！

27億円超え
令和５年中、愛知県内では

の被害
（令和５年中暫定値）

愛知県警察シンボルマスコット
コノハけいぶ

被害の約８割は

固定電話
への着信から
犯人と話さない対策
できていますか？

自分は被害に遭わない、
考えたこともない
と思っていた

約９割
最新の手口

知っていますか？



キャッシュカードを狙う詐欺

オレオレ詐欺 「喉の病気で声の調子がおかしい」
「携帯番号が変わった」

「カバンをなくして至急お金が必要」

還付金詐欺

役所職員等をかたり「医療費や保険料の還付金
がある」、「ＡＴＭで手続きが必要」などと言
われ、ＡＴＭへ誘導され、現金を振り込んでし
まう。

愛知県警察公式
You Tu b eチャンネル

↓

手
口
を
確
認

「電話番号が変わった」と言われても、
登録してある番号に電話をして確認する。

「あなたのキャッシュカードが悪用されている」などと電話がかかって
きた後に、警察官や役所職員等になりすました犯人が自宅を訪れ、
「カードを封筒に入れて保管(交換)してください」「口座を止めるため、
暗証番号を教えて」などと言われ、被害者が目を離した隙にキャッシュ
カードをすり替えだまし取られる。

キャッシュカードを
見せない、封筒に入れない、渡さない。

ＡＴＭを操作しながら、携帯電話で話をしている方が
いたら振込みボタンを押してしまう前に声を掛けてあ
げてください。

特殊詐欺の手口を知ろう。

暗証番号を教えない。

愛知県警察公式
You Tu b eチャンネル

↓

手
口
を
確
認

ＡＴＭ＋還付金＝サギ！！
愛知県警察公式
You Tu b eチャンネル

↓

手
口
を
確
認

「キャッシュカードが悪用されている！？」
「カードの保管(交換)が必要！！暗証番号が必要！！」

子や孫をかたり、「喉の病気で声の調子がおかしい」「携帯番号が変
わった」「カバンをなくして至急お金が必要」などと言われ、現金を
だまし取られる。

「医療費や保険料の還付金がある！」
「ＡＴＭで手続きを！」



架空料金請求詐欺

パソコンに突然警告画面が表示され、画面に記載され
ている電話番号に電話をすると、相手から「ウイルス
除去費用としてコンビニ（薬局）で「電子マネーを
買ってきて」と言われ、電子マネーの利用権等をだま
し取られる。

コンビニ（薬局）で「電子マネーを買ってきて」
「番号を教えて」はサギ！！

携帯電話のメールや電話で、「有料サイト利用料金等が
未納」、「裁判になる」などと言われ、電子マネーの利
用権をだまし取られたり、料金を指定する口座に振り込
むよう指示される。

支払っていない料金があるとメールが届いた！
愛知県警察公式
You Tu b eチャンネル

↓

手
口
を
確
認

こんな手口も。幅広い世代が被害にあっています。

愛知県警察公式
You Tu b eチャンネル

↓

手
口
を
確
認

もしも電話に出てしまったら

電話で「お金」「キャッシュカード」
「暗証番号」「電子マネー」の話が出たら、

サギを疑い、いったん電話を切って、
家族や警察に相談しましょう。

パソコンに突然、警告画面！？

「高齢者施設の入居権が当たった」、「入居しないなら名義を貸して」などと
電話がかかってきた後、弁護士等をかたり「名義貸しは犯罪だ」、「逮捕される」
などと言われ不安になり、現金をだまし取られる。誰にも相談できない環境になり、
高額のお金をだまし取られる。

高齢者施設に入居する権利が当たった！！
入居しないなら名義を貸して！！
…名義貸しは犯罪です！逮捕されます。

「名義貸しは犯罪！逮捕される。」はサギ！！

愛知県警察公式
You Tu b eチャンネル

↓

手
口
を
確
認

音声ガイダンスによる特殊詐欺被害も発生しています！！要注意！



キャッシュカードの対策２

今すぐ、自宅の電話を
留守番電話設定にしましょう。

※補助金制度を設けている自治体もあります。お住まいの地域の役所にご確認ください。
※対応機種は家電メーカー、家電量販店にお問い合せください。電話機に外付けできるタイプもあります。

万が一に備え、キャッシュカードの利用限度額を引き下げておきましょう。
（詳しくは、金融機関の窓口に相談。）

犯人と「話さない」対策１

電話の相手に警告したり、通話内容を
自動で録音する機能がある

被害防止機能付き電話機に！！

この通話は
迷惑電話防止のため
録音されます

愛知県警察公式
You Tu b eチャンネル

↓

対
策
を
確
認

相手の番号を表示し、非通知を着信拒否するための「ナンバー・
ディスプレイ及びナンバー・リクエスト高齢者無償化サービス」を
利用しましょう。

※本サービスは、NTT西日本の取組であり、70歳以上の契約者又は70歳以上の方と同居している契約者の回線を対象として、
月額利用料及び工事費が無料となります。(申込制)
※無償化適用には条件があります。
※詳しくは、NTT西日本特殊詐欺対策ダイヤル 0120-931-965 まで。

〈営業時間〉午前９時～午後５時(土、日、祝日も受付中、年末年始12/29～1/3を除きます)

海外との電話が不要な方は、発信・着信を無償で休止できます。
手続きをしましょう。

国際電話番号による特殊詐欺が急増しています。＋１や＋44などから始まる番号からの電話には出ない、かけ直さないようご
注意ください。また、海外との電話が不要な方は、発信・着信を無償で休止できます。（固定電話・ひかり電話が対象。そのほか
にも一定の条件があります。）
詳しくは、国際電話不取扱受付センター0120ー 210ー 364（通話料無料）

取扱時間 オペレーター案内：平日午前９時から午後５時まで／自動音声案内：平日、土日祝24時間
また、愛知県内の警察署において、国際電話利用契約利用休止申込書、手続申込用の封筒を備え付けています。お問い合わせく
ださい。

警察署から配信された情報をリアルタイムに確認しよう

※本アプリは無料で利用できますが、ダウンロード及び利用時にはデータ
通信料がかかります。

※Apple及びAppleのロゴは、米国およびその他の国で登録された
Apple Inc.の商標です。

※Apple Storeは、Apple Incのサービスマークです。
※Google Play及びGoogle Play ロゴは、 Google LLC の商標です。

ダウンロードはここから

３

特殊詐欺の被害にあわないために、家族・地域の方へ伝えてあげてください。
あなたの行動が、大切な人を特殊詐欺から守ることに繋がります。

防犯情報まるわかりアプリ

アイチポリス

これさえあれば必ず役立つ！



 



「 安心」 して暮らせる「 安全」 な愛知に向けて

地域安全対策ニュース
愛 知 県 警 察 本 部

生 活 安 全 総 務 課

警察官（職員）に行ったアンケー
トの回答に、特殊詐欺の被害後、命
を絶たれた方に係る事案の経験談が
寄せられました。その原因を分類し
た結果は右グラフのとおりです。
あなたの大切な親族の命を守るた

め、防犯対策を講じてください。
（本資料は複製、配布可能です。）

令 和 ６ 年 ４ 月 1 2 日

NO. 11

守ろう大切な人!詐欺被害者は が危険!

警察官が体験した事例を抜粋し、紹介します。
●息子を騙る詐欺の被害者が息子に非難されたのを苦に､､､
●何百万の被害にあった男性が子供を道連れに､､､
●老後の資金を騙し取られ、悲観して､､､
●家族に責められ自責の念にかられ､､､
●孫の学費の為に貯金していたお金を全て騙し取られ

家族に対する申し訳なさから､､､
●遺書に「騙されてごめんなさい。」と記載し､､､
●被害にあい、心の病気になった被害者が､､､

親族に

責められ

28%

将来を悲観

15%親族に

申し訳

ない

11%

自己

不信

8%

その他

6%

理由不明

32%

アンケート回答から原因を分類

防犯電話機に交換

警察官が体験した 事例

あなたには守れるはずです。防犯対策を

から確認し、あなたが動いて対策を！↓
国際電話を拒否 ナンバー･ディスプレイ等



「 安心」 して暮らせる「 安全」 な愛知に向けて

地域安全対策ニュース
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交　通　事　故　日　報　（令和　６年　４月１７日　現在暫定数）

１　　発　生　状　況

+ + + +
+ + + +
- - - -
+ + + +

２　　地　域　別　死　者　数 ３　　年　齢　層　別　死　者　数

+ + +
+ + + -
+ - - +
+ -
- - 注　こども１５歳以下、若者１６歳～２４歳、
- 　 　一般成人２５歳～６４歳、高齢者６５歳以上

４　　全 国 の 交 通 事 故 死 者 数　　　（令和６年４月16日現在暫定数）

+ + +
+ + +
+ + +
- + +
+ - -
- - -
- - -
+ + +
- - -
+ - -

+ + +
- - -
+ - -

５　　月 別 死 者 数  （４月17日現在暫定数)

+ + - + +
+ + - + +

６　　10日間死者数　　※原則、10日間10人以上で警報発令となります。

愛知県警察

高 速 0 2 3 0
東 三 河 1 1 1 6 2

高 齢 者 1 2 0 20 0西 三 河 2 2 6 3
一 般 成 人 3 1 19 3東 尾 張 1 1 3 2
若 者 1 1 2 3

1 1 1 1
西 尾 張 2 1 11 3

死者 増減
名 古 屋 市 1 0 13 5 こ ど も

月    計 年    計
死者 死者 増減 死者 増減 死者 死者 増減

区　　分
日計 月    計 年    計

区　　分
日計

16 8.0
死 者 数 1 7 1 16.7 42 1 2.4

重 傷 者 1 27 8 22.9 185

0.4
負 傷 者 数 73 1,327 74 5.9 8,128 70 0.9

発生数 増減数 増減率
人   身   事   故   件   数 67 1,111 26 2.4 6,885 25

令和 6年 4月18日

区　　　　分
日  計 月              計 年              計
発生数 発生数 増減数 増減率

都  道  府  県
日計 月      計 年              計

死者数 死者数 増減数 死者数 増減数 増減率
１ 千 葉 3 8 2 43 7 19.4

順位

２ 東 京 7 3 41 11 36.7
２ 愛 知 6 2 41 2 5.1
４ 兵 庫 1 2 31 4 14.8
５ 神 奈 川 4 1 29 3 9.4
６ 福 岡 4 3 27 7 20.6
６ 大 阪 2 10 27 25 48.1
８ 広 島 5 2 26 4 18.2
９ 茨 城 1 2 1 24 3 11.1

１０ 埼 玉 4 1 23

２ 愛 知 6 2 41
11 1 89 5

4 14.8

2 5.1
5.3

          全                      国 10 101 3 683 28 3.9
          中     部     管     区 1

区　　分 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合  計
令和５年 6 10 19 13 15 9 10 11 13 17 11 11 145
令和６年 10 12 13 7 42

対
比

増 減 数 4 2 6 1 1
増 減 率 66.7 20.0 31.6 16.7 2.4

区　　分 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

令和５年
人数 6 10 19 13 15 9 10 11 13 17 11 11 145

１日当たり 0.19 0.36 0.61 0.43 0.48 0.30 0.32 0.35 0.43 0.55 0.37 0.35 0.40

令和６年
人数 10 12 13 7 42

１日当たり 0.32 0.41 0.42 0.41

1

0.39

10日間 合計 ４月８日（月） ４月９日（火） ４月10日（水） ４月11日（木） ４月12日（金） ４月13日（土）

死者数 5 1 0 1 1 0 0 0 0 1

４月15日（月） ４月16日（火） ４月17日（水）４月14日（日）


